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流通機能表の系譜と情報流通

岡 本 哲 弥

1研 究の背景 と問題意識

今日,杜 会のあらゆる分野にデジタル情報化が浸透 してお り,流 通の分野 も

例外ではない。電子商取引はその典型例であるが,そ れ以外にも小売業におけ

るPOSの 普 及や企業 間の取 引 に関わ る製販統合,SCM(SupplyChain

Management)も 情報化によって支えられている。同時に,グ ローバル化 も急

速に展開している。フランスのカルフールが2000年 に幕張に日本第一号店を開

店 したのを皮切 りに,20Q2年 にはウォルマー トと西友が業務提携を進めるなど,

外資流通企業が相次いで日本市場に参人している。 こうした グローバル化も情

報化と無縁ではない。西友の経営改革にとっては,ウ ォルマー トの情報システ

ムの移植が重要な役割を果たすとされている"。 このような流通面の革新は,

いずれ も情報技術の高度利用によって支えられていると言 っても過言ではない、、

一方,今 日の長引く経済不況の中で,小 売 ・卸売業のほとんど全ての産業分類

で,そ の商店数は減少 している::)。そして,イ ンターネットの普及によりメー

カーと消費者が直接取引するようになれば,中 問業者の中抜 きが加速するとの

議論 もある。このような情報化が進展する中で,卸 売や小売の流通企業 と川上

のメーカー,ま た流通企業と川下の消費者との間の役割分担 に変化が生 じてい

るのではないか.と いうのが基本的な問題意識である。

このような目まぐるしい流通面の現象に目を奪われると.果 たして流通の動

1)『 日本経 済新 聞皿2003年3月27一 付。

2)通 商産業大臣官房調査統計部 『21)00我 が国の商業』通産統計協 会.200(1年.
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態の本質を見抜 く流通 ・マーケティング研究が可能なのだろうか,と 疑間を抱か

ずにはいられない。 しか し,流 通部門の激動は今にはじまったことではない。米

国の成立期のマーケテ ィング研究に目を向ければ,古 くはAW,Shaぜ)に よって

中間商人排除の間題が扱われていたし,日 本においても,1960年 代に問屋無用論

が脚光を浴びるなど,中 間業者の中抜きが過去に何度も論じられているのである。

では,現 代の流通現象を本質的 ・理論的に捉えるにはどのような統一的視点

を持つべきなのだろうか。ここであらためて流通 ・マーケティング論の基本に

立ち返る必要性を感じる,、伝統的にマーケティング研究においては,商 品別ア

プローチ,機 関別アプローチ,機 能的アプローチという3つ の代表的研究方法

が採用されてきた4,。もちろん,こ れらの方法が完全に独立 した接近方法であ

る訳ではないが,マ ーケティング研究に先立ちどのアプローチに1相艮を置くか

は,ま ず投げかけられるべ き問であろう。今日の流通の動態を把握するために

は,一 般化の努力がなされてきた流通機能 という視点を持ち,そ の視点から流

通の動態を流通機能の遂行様式の変化や流通機能の機関分担関係の変容 として

理解することが有効であると考える。

そこで,流 通機能という不動の視点に立脚 しながら,情 報化の影響によって

流動する流通組織の編成についての探求を進めるにあたって,本 稿では,そ の

準備的作業として,こ れまで蓄積されてきた流通機能表の系譜を辿 り,そ れら

の研究蓄積を手掛か りに,流 通機能 と情報の関係について考察する、,

II流 通機能表の史的展開

流通 ・マ ー ケ テ ィン グ研 究 が20世 紀 初 頭 に始 ま っ て以 来,機 能 的 ア プ ロー チ

に よっ て 実 に 多 くの 流 通 機 能 表 が作 成 され てい る5〕。 流通 機 能 と して,あ る 学

3)Shaw,A、W、 、50規8'竹 》δ加♪'～∫"～ ルfαrた8'Dゴ5'r晒z'"oノ',HarvardBusinessPress,1915.(伊 藤 康

雄 ・水 野 裕 正 訳 『市 場 配 給 の 理 論1文 眞 堂,1975年)な お 全 四 章 中 の 後 半 三 章 分 が1912年8月 の

Q!``～惚 プ砂 」侃 川認 げ 翫o♪酬 η齢 誌 に掲 載 され た もの で あ る,,

4)荒 川 祐 吉 『マー ケテ ィン グ ・サ イエ ンス の 系譜 』 千 倉 書 房,1978年,60ペ ー ジ。

5)矢 作 敏 行 丁現 代 流 通 理論 とケ ー ス で学 ぶ 」 有 斐 閣,1996年,28ペ ー ジ。
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者 は5つ をあ げ,他 の 学 者 は120を あ げ て い る61。そ こで,ま ず 米 国:およ び 日本

に お け る代 表 的 マ ー ケテ ィン ゲ論 者 の流 通 機 能 表 の 系 譜 を辿 る訟。

1米 国 にお ける流通機能表の展開

ア メ リ カで,A.W.Shawに よ って最 初 の 本 格 的 な マー ケ テ ィ ング研 究 と評

価 さ れ る論 文 「マ ー ケ テ ィ ン グ に 関 す る 若 干 の 諸 問 題(SomeProblemsin

MarketDistribution)」 が1912年8月 にQuarterlyJoumalofEcon(〕micsに 発

表 さ れ,流 通機 能 の研 究 の 契 機 とな った 。 こ こで は,こ のA、W,Shawを 含 む

8名 の 米 国 の マ ー ケ テ ィ ング研 究 者 の 流通 機 能表 を取 り上 げ る。

(1)A.W.Shawの 機 能 表(1912年)B)

AW.Shawは,中 間 商 人 の排 除 傾 向 を 論 ず る た め に,中 間 商 人 の機 能91を

問 題 に し.次 の よ うな5つ の 機 能 を列 挙 した 。

1.危 険負 担(sharingtherisks)

2.商 品 の輸 送(transportlngthegoods)

3,金 融(五nanchlgl』eoperation)

4,販 売(商 品 に つ い て の ア イデ ィ ア の 伝 達)(selling(commul崩cad(1》nof

ideasab・utth(19・ ・ds))、

5.収 集,分 類 お よび 再発 送(assembling,assortmellt,andre-shippl:1g)

これ らの 中 間商 人 の 機 能 の 中 で 危 険負 担,商 品 の 輸 送,金 融,販 売 に お い て は,

保 険 会社,運 輸 会 社,銀 行,広 告 代 理 店 とい った 機 能 的 中 間 商 人 の発 達 に よ 妖

6)久 保村隆祐 ・荒川祐吉編 『商業学 現代流通 の埋論 と政策』有斐閣,1974年,103ペ ー ジ,、

7)本 稿 と同様 に流通機能表の史的展開に着圖した先行研究 としては。雲英道夫 「流通機 能へ のア

プローチ」 博 修 商学論 集』専修大学学会,第46号,1988年,兼 村栄哲1流 通機能概念の再検討」

『産業経 済研究』久留米大学,第36巻 第3号,1995年,金 亨沫 「流通の概念 と流通機能論に関す

る諸説の考察」 『商学論纂』 中央大学,第40巻 第5・6号,1999年 などが挙げ られ る,

8、Shaw,ψ 儒.,(邦 諏9ペ ージ,」

9)雲 英 は,「ShiiWの 示 した機 能分析 は,中 間商人のぞれで あった.と はい え、機能の解明 は客

観的に行 われ,か つ,機 能的 中間商 人と して保 険会社や運送 会杜,そ れ に銀行な ども扱われてい

る.ま た じし中間商 人の機能"に 続 く項では生産者が中間商 人を排除す る場合の生 産者の販売機能,

販売 員や広告 につ いて も触れ られてい るので,そ の分析 の視点 を ミクロ=個 別経済的視点 と考え

るこ とは妥当ではあるまい。」 と反論 してい る、雲英,前 掲論文,33べ 一 ジ。
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次 第 に 中間 商 人 の 地 位 は 低 下 したが,収 集,分 類 お よ び再 発 送 にお い て 中 間商

人 の重 要 性 を保 持 して い る と論 じた101。

(2)L。D.H.Wddの 機 能 表(1917年)IP

L.D.H,Weldは,A.W、Shawの 影響 を 受 け て,し か し商 業 者 の機 能 で は

な く流通 過 程 の 現 実 の 機 関 に関 係づ け た マ クロ的 な機 能 分 析 を行 い,次 の7つ

の 流通 機 能 を提 示 した 。

1.収 集(assem})ling)

2.保 管(st・ring)

3.危 険 負 担(assumptionofrisks)

4.金 融(Hnancing)

5,再 調 整(分 類,格 付 け,分 割,包 装 な ど)(rearrangement)

6.販 売(selling)

7、 輸 送(tranSI)orしation〉

そ の上 で,工 業 製 品 の生 産 者 が 流 通 機 能 を か な り多 く担 鞘す るの に対 して,農

産 物 につ い て は流 通 経 路 が 複 雑 で あ り機 能 的専 門化 が 進 んで い る と特 徴 づ けた 。

そ して,こ れ は農 産物 は多 くの 流 通 危 険 を 含 み,保 管 の必 要 性 も高 く,収 集,

再 調整,販 売 な どの機 能 もよ り多 くの 商 業 者 や機 能 的商 業 者 に任 され て い るた

め で あ る と して い る1%

(3〉P.T.Cheringtonの 機 能 表(1920年)13,

P.T,Cheringt・nは.「 流 通 の 本 質 的 活 動 は,交 換 に よ って 所 有 権 の移 転 を

もた らす との考 え の下 で,全 流 通 活 動 にお ける そ の本 質 的活 動 は,売 り手 と買

10)Shaw,o吟`1池,(邦 訳54べ 一 ジ)。 中 間商 人 の排 除 傾 向 につ い て は,卜 記 文献 に 詳 しい,,近 藤 文

男 『成立 期 マ ー ケ テ ィン グの 研 究 』 巾央 経 済 社,1988年,68-72ベ ー ジ,尾 崎 久 仁 博 「111間商 人

の排 除 と チ ャ ネ ル ・タ イ プ の 選 択 理 謝(陶 山 計 介 ・高 橋 秀 雄 編 「マ ー ケ テ ィ ン グ ・チ ャ ネ ル

管 理 と展 望 』 中央 経 済 祉,1990年)4-9ペ ー ジ、、

11)Weld、L.D.H.,し 』MarketingFundionsandMerc馳ntileOrga"童zation』'A〃 ～紐`ロ ηE`ω 酬 ～fゴR←

7厩 巳へV・LVII,No,2June,1917,PP.306-307,

12)1配.PP.316-317.

13)Cherington、P.T.,宏h2五!θ ノ'朗お がM6'r々8!'"8TheMacmillanCompany,1920,p量,.13-

16、
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い 手 を取 引 可 能 な状 態 に結 びつ け る こ とで あ る 」14)とした ヒで,並 列 列 挙 型 の

流 通 機 能 表 を 脱 し,下 記 の通 り階 層構 造型 の機 能表 を提 示 した。

L本 質 的 ま た は基 礎 的活 動(essentialorelementaryactivity)

2.副 次 的 活 動(sllpplementaryactivity)

(1)商 品 機 能(merchandisefunctions)

①

②

③

④

①

②

0乙

3

収 集 ・分 散(assembhng,disbursing)

格 付 け ・等 級 化(g1・ading,classing)

貯 蔵(storage)

輸 送 ・移 動(transportingormoving〉

補 助 機 能(auxiliaryflmctions)

金 融(Hnallclng)

危 険 負 担(agsumptiOIIofrisk)

販売 機 能(salesfunctiolls1)

P.T,Cherhlgtonに よ る流 通 機 能 の取 扱 い に暗 示 さ れ て い る思考 は,流 通 機

能 に内 在 的 な 諸機 能 を遂 行 す る ため に 流 通諸 機 関 は組 織 され る とい う もので あ

る!呉》。 この 点でCheringtonの 流 通機 能論 が 高 く評 価 され るの で あ る。

(41EE.Clarkの 機 能 表(1922年)乳6,

F.E.Clarkは,L,D,H.Weldの 分 類 を そ の ま ま 踏 襲 しなが ら,流 通 機 能 を

大 き く3つ に区 分 し.さ らに そ の 中 を小 分 類 す る構 造 に 定 式化 して お り,下 記

の 機 能 表 を示 した17)。L.D.H、Weldが 再 調 整(rearrangement)と した 機 能 を

F.E,Clarkは 標 準 化 と置 き換 え て い る。 これ は,現 在 定 着 して い る3範 疇 分

類 の 原 型で あ る 。

14)1δf4,P.9.

15)Rartels、R..TんH,5`θ 削 〔ゾMαr乏 ♂,ゴ"g丑 側g庶3rded.,H(》 τ玉zons,lnc.,1988,(山 中 豊 国 訳

『マ ー ケ テ ィ ング学 説 の発 展 』 ミネ ル ヴ7書 房,1993隼 、218ペ ー ジ。)

16)C1肛k,F.E.,P7'灘 ψ傭 げM鮮 α々"縣TheMacmillanCompany,1922,p,11、(緒 方 清 ・豊 喜 訳

『売 買 組 織 論 上 ・下 巻』 丸 善,1930年 。)

17〉 但 し,ig42年 に は 「補 助 的 また は 促 進 的 機 能 」 に 「市 場 情 報 」 が 追 加 さ れ た。GarkF.E,&

Clark,C.P.、Pア ゴ,κψ'85`ゾ ル11伽置'ア,8『1『heMacmmallCampε1ny,1942,p、13.
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1.交 換 機 能(funetionsofexchange)

(1)需 要 創 造(販 売)(demandcreation(selling))

(2)収 集(購 買)(assembly(buying))

2.物 的 供 給 機 能(functionsofphysicalsupply)

(1)輸 送(transportation)

(2)保 管(storage)

3.補 助 的 ま た は 促 進 的 機 能(auxiliaryorfacilitadngfunctions)

(1)金 融(financlng)

(2)危 険 負 担(risk-takillg)

(3)左 票準 化(standardization)

F.E,Clarkは 「流 通(mark(}ting)は,商 品 所 有 権 の 移 転 を 遂 行 す る 努 力 と

そ の 物 的 流 通 を 取 り扱 う行 為 に よ っ て 成 立 す る 」18)と し,特 に,所 有 権 の 移 転

は,需 要 創 造(販 売)お よ び 購 買 活 動 の 過 程 か ら 成 り立 ち,交 換 機 能 と呼 ぶ こ

とが で き る 。 さ ら に 需 要 創 造 は 現 代 マ ー ケ テ ィ ン グ に常 に 関 わ る と し,需 要 創

造 機 能 の 重 要 性 を 強 調 して い る191。

F.E.qarkは こ の 流 通 機 能 表 を も と に,農 産 物,原 料 品,製 造 品 の 三 商 品

に 大 別 し,商 品 別 の 流 通 の 特 質 を 機 関 別 に 論 じて い る。 し た が っ て ,機 能 的 ア

プ ロ ー チ は 商 品 別 ・機 関 別 ア プ ロ ー チ を 集 合 ・総 合 す る も の と し て 位 置 付 け る

こ と が で き る20)。

(5)P,Whiteの 機 能 表(1927年)2】)

P,Whiteは,F.W.Tayl・rの 科 学 的 管 理 法 に 影 響 を 受 け,そ の マ ー ケ テ ィ

ン グ 管 理 へ の 適 用 を 志 向 した22》。 そ の 中 で,彼 は 生 産 か ら 消 費 ま で の フ ロ ー を

18)Clark,・ μ 鉱,P.1.

19)ノ 姐,PP.10-14.

20)若 林靖 永 「マ クロ ・チ ャネル論 にお げる機能 的ア プローチ と制度二L義的 アプローチ」(陶 山計

介 ・高橋秀雄編 『マー ケティング ・チ ャネル 管理 と展望』 中央経済社,1990年)150ベ ー ジ。

21)White,Pり5ぐ1ε"姫`ハ4`」 プ々 8'囎 ルf4刀α8θηε,π1廊翫 刀ψ 傭`～π4M8`h幡 ,HarperandBrotheτs.

1927,pp、72-75.

22)P.Whlteの 科学的 マー ケテ ィング管 理論 につい ては次の 文献 に詳 しい、 薄井和 夫 『アメ リ

カ ・マー ケテ ィング史研究 マー ケテ ィング管埋論 の形 成基盤一 』大 月書店。1999年,/
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意 識 し,次 の よ う に マ ー ケ テ ィ ン グ 機 能 を 分 類 し た 。

L集 中 機 能(functionof()oncelltrationl)

(1)収 集(assembhng)

(2)格 付 け(grading)

2.分 散 機 能(functionofdispersiol1〉

(1)需 要 創 造(demandcreatio11)

(2)マ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ(merchandising)

3.助 成 機 能(facili`.atlng∫unction)

(1)保 管(storin9)

(2)輸 送(ltransportil19)

(31伝 達(commlmicatiOI1)

(4)金 融(丘1allch19)

した が っ て.彼 の 機 能 表 は,個 別 企 業 レベ ル の 流 通 機 能 で あ る 、、

(6)P.D.C・nv(!τse,H.W.Huegy&R.V.Mitche11の 機 能 表(1958年)23、

P.D,Converseら は,所 有 権 の 移 転 財 の 移 転 に 加 え て,ミ ク ロ レ ベ ル の 市

場 管 理 の 機 能 に も焦 点 を 当 て 次 の よ う に 機 能 表 を 提 示 した2"。

L所 有 権 の 移 転 一 購 買 と 販 売(所 有 効 用 の 創 造 〉(movementofowner-

ship、buyingandselling(:creatingPossessiollutility))

(1)

2

3

』
借

r
D

二 一 ズ の 決 定(determiningneeds)

需 要 の 創 造 ま た は 刺 激(creatingorstimulatlngdemand)

買 い 手 お よ び 売 り手 の 発 見(価dhlgbuyerandsellers)

価 格 及 び 取 引 条 件 の 交 渉(negotiatingpricesandterms)

助 言(財 及 び サ ー ビ ス の 買 い 手 の 二 一 ズ ヘ の 適 応 〉(givlngadvice

(殺djustlng9(》(》dsandservicet・needs・fbuyer))

＼135-172べ 一 ジ1、

23)Converse,P、D.,Huegy.H.W.&Mitehell、R.V.,E18'1'例1き`ゾMこ`ノ 麓'∫2腐Prelltice・Han,Inc..

1921,p,140.

24)1ゐ'`云,P,139、
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(6)標 準 化(stalldardizing)

(7)所 有 権 の 移 転(transferringtitle)

(8)危 険 負 担(riskillg)

2財 の 移 転(場 所 お よ び 時 問 効 用 の 創 造)

Placeandtimeutility))

ま た,

流 通 機 能 が 含 ま れ て い る 。

17)T.A.Staudtの 機 能 表(1962年)251

(movementofgoods(creating

輸 送(transporting)

保 管(storing)

包 装(packhlg)

分 害U(dividing)

格 付 け(標 準 商 品 と の 差 異 に つ い て の 検 査 及 び 試 験)(grading

(inspectingandtestingasdistinctfr・n・utility))

政 策 の 策 定(formulatingp(》1i(lies)

組 織 の 準 備(providingorgallization)

施 設 の 準 備(providingequipment)

監 督(supervislng)

金 融(資 本 調 達,信 用 供 与,代 金 回 収)(f㎞ancing(providingcapit-

a1,acceptingcredit,makingc・llecti・ns))

血gandresearch)

「所 有 権 の 移 転 」 や 「財 の 移 転 」 の 小 分 類 の 項 目 に も ミ ク ロ レベ ル の(1)(2)(3)〔4)〔5)(6)注文 の 収 集(『assemblingorders)3,市場 管 理(marketmanagement)(1)(2)(3)(4)(5)(6)危険 負 担(risking)(7)会計 と 調 査 に よ る 情 報 収 集(s㏄し血 ・gl㎡om・ation,especiallybyacc・ul}

25)StaudゼLA..』TheManagerialFullctiollsofMaτkeしillg"h1洞4'14g召 舶1Mω 受8緬 縣ed,byLazer、

W.andKeUy,E.J.、1962,p.386・
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TA.Staudtは,「 マ ー ケ テ ィ ン グ 努 力 は 洞 察 力 に 溢 れ,創 造 的 な マ ー ケ

テ ィ ン グ 管 理 機 能 の 遂 行 を 通 じて 調 整 さ れ る 」3G)と し.ミ ク ロ レベ ル の 機 能 表

を提 示 し た 。

1.市 場 描 写(marketdelineation)

2.購 買 動 機(purchasemotivation)

3.製 品 調 整(productadjustment)

4.物 的 流 通(physicaldistribution)

5.情 報 伝 達(c・mmunication)

6.取 引(trallsactiOI1)

7.取 引 後 活 動(posttransaction)

こ の 機 能 表 に お い て は,危 険 負 担 機 能 は 取 引 機 能 に 包 摂 さ れ て お り,ま た,

最 大 の 特 徴 は,取 引 後 活 動 が 流 通 機 能 表 を 構 成 し て い る 点 に あ る 。 取 引 後 活 動

は,商 品 の 満 足 を 保 証 す る 活 動 と,そ れ 以 後 の マ ー ケ テ ィ ン グ を 継 続 的 に 有 効

に す る た め の フ ィ ー ド ・バ ック か ら 構 成 さ れ る271。

(8〉E.J、MacCarthyの 機 能 表(1978年)28)

E.J.MacCarthyは,一 般 的 流 通 機 能 に つ い て は 合 意 さ れ て い な い け れ ど も ,

下 記 の 機 能 類 型 が 最 も広 く受 入 れ ら れ て い る と し た 。

1.交 換 機 能(theexchangefunct隻on)

(1)購 買(buyln9)

(2)販 売(selling:)

2.物 的 流 通 機 能(thephyslcaidistributiollfullctiol1)

(1)輸 送(transporting〉

〔2)保 管(storing)

3,助 成 機 能(lhefacihtatingfし!nction)

26)1配.P,385.

27〉1配,P.392.

28)MacCarthy,E.J,,Bα5f`M``翻i'7g渦Mα 刀岬'・ぬmρ 卿 励,6thed.,Richa・dD .lrwin.1978.

PP、19障2L
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(1)標 準 化(standardiz&tion)

(2)格 付 け(grading)

(3)金 融(丘nanci119)

(4)危 険 負 担(risk・taking)

(5)市 場 情 報(marketillformation)

(333ジ153

2日 本における流通機能表の展開

日本の流通研究は,配 給論として向井鹿松のII配 給市場組織』291に始まると

され,ア メリカのマーケティング研究を踏まえながら展開 してきた3。1。ここで

は,向 井鹿松,谷 口吉彦,鈴 木保良,久 保村隆祐,田 島義博.田 村正紀の流通

機能表を検討する。

(1)向 井鹿松の機能表(1928年)311

向井は 「配給上の職能は,(1)需 給の連絡一致を期する精神的労働 と(2)具

体的物財を或は分割 し,或 は選別 し.或 は貯蔵 し,或 は運搬する技術的肉体的

労働の二つを必要 とするのであるが,尚 此の他に配給は其の付属的要素として

資本及び資本危険の二要素を必要とする」として,第1図 のように図示 した。

またP.T,Cheringto11の 本質的活動を踏まえて,精 神的労働 を本質的要素

に,そ の他は付随的要素に位置付けている321。

(2)谷 口吉彦の機能表(1935年)331

谷口は.社 会的存在の存在理由を.そ のものの社会的機能に求めようとうす

る 「祉会的機能説」341の立場から,「配給組織の機能 もまた杜会過程 において無

意識的に自然発生的に,一 つの社会経済現象 として発揮せられるものであって,

29)向 井鹿松 『配給市場組織一 財貨移動 の杜会的組織一 』 丸蒋。1928年 、

30〉 日本で壱よ1960年 代頃 まで.今Rの 「流通」 を意味す る用語 として 「配給 」が用い られていた.

本稿で は原著に則 して 「配給 」を用 いるが,「 配給二流通」 と捉 える、、

31〉 向井,前 掲書,167ペ ージ,、

32)同 ヒ書,163-164ペ ージ、

33)谷 口吉彦 『配給組織論」 一『・倉書房,1935年,69ベ ージ。

34)谷 口=吉彦 『配給通論 再増補版』 千倉書房,1966年.自 序1ベ ー ジ。
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第1図 向井鹿松 の配給機能 分類

一{灘 …　

配給機能

一{翻 騰
出所:向 井鹿松 『配給市場組織 財貨 移動 の杜会的組織 』 丸善,

1928年,167ペ ージ。

第2図 谷LI吉 彦 の配給機能分類

'(1)人 的流通機能

一 機能 一 能続 灘1

配給 機 能

(5)場 所 的 機 能

(6)時 間 的 機 能

曳副 次 的機 能 ・(7)金 銭 的 機 能

(8)危 険 負 担 機 能

,(9)商 品 標 準 化機 能

出所:谷 口吉彦 『配給組織論』 丁・倉 書房,1935年.69ペ ー シ、

個人の意識的 ・計画的に遂行したる機能ではない」とし,社 会的機能と個人的機

能を明確に区分 している3㌔ その上で、第2図 のように社会的機能を分類 した。

また,最 も本質的な機能は,生 産と消費の人格的分離の克服すなわち人格的

流通であ り,配 給が成立するための必要十分条件は,人 格的流通であるとして

いる舗、1

荒川は,「階層的に配給機能を明確に区分されたのは谷口博士である。すな

35)谷 口,前 掲 書 『配 給 組 織 論 』,68ペ ー ジ。

36)同 上書71-72ベ ー ジ,、
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わち個別経済的機能,部 分的 ・社会的配給機能,全 体的 ・社会的配給機能がそ

れぞれの関係において意識性の有無と配給組織概念との関連 において的確に示

されている」 とし,流 通機能の意識性を認識 している点を評価 している371。

(3)鈴 木保良の機能表(1962年)3呂)

鈴木は,「商業機能を考察するに当って,祉 会経済的見地からの解釈 と,経

営経済的見地か らの解釈とを区別 しなければならない」39)とし,第3図 のよう

に社会経済的な流通機能を分類 し,商 業活動(財 貨の配給活動)と の関係 を示

した、そ して,「 実質財流通機能とは,労 働の技術的合理的組織たる経営 とし

て行われ るところの商業活動である。それは価値生活体(価 値増殖単位体)た

る企業の具体的実体をなす ものである。更に財貨を移動せ しめる実体財流通機

能は財貨を物(価 値に対して)と して移動せしめる作用である」 と規定 している、,

鈴木の社会的流通機能 と商業活動は,谷 口の社会的機能 と個人的機能に対応

しているが,鈴 木は.「配給機能は固有の各種の機能の全体的統合によづてのみ

はじめて財貨の人格的移転なる配給目的を達 し得る」ため,「固有の配給機能で

ある限りはいずれの一つの機能をも欠くことは出来ない」という立場をとる逢%

(41久 保村隆祐の機能表(1974年)411

久保村は.F.E.Clarkの3範 躊分類の定式化や ミクロレベルのT,A,Staudt

の機能表を踏まえて,次 のような機能分類を行 っている。

L需 給接合

(1)市 場評価

(2)商 品調整

(3)情 報伝達

(4)取 引

37)荒 川祐 吉 『現 代 配 給 理 論』 千 倉 書 房,1960年.195ペ ー シ.

38)鈴 木 保 良 『商 業 経 済論 』 泉 文 堂,1962年 、53ペ ー シ。

39)同lr書,52ペ ー ジ,、

40)同 上 書,51ペ ー ジ。

41♪ 久保 村 ・荒 川編,前 掲 書,107-108ぺ 一 ジ 。
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財貨の流通

(336)第171巻 第3号

第3図 鈴木保 良の流通機能分類

財貨の社会的流通機能 財貨の配給活動

場所的調節(運送)(調 査)

時問的調節1貯蔵及ぴ在庫)嘆体財流通

数量的調節1蒐集及び分割)

品質的調節(標準化・品質多様化)(経 営的統合)嘆質財流通

1〔 欄 傍 働臨 の繊 化

・観念剛1灘 欝 売〕 、管理1

一lll灘1記1灘1}糀
出所:鈴 木保良 『商業経 済論』泉文堂、1963年,53ペ ー ジ。

(マーケティング管理1

2.物 財移転機能

(1)運 送

(2)保 管

3。助成的機能

(1)流 通金融

(2〉流通危険

その上で,本 質的機能 と副次的機能について言及し,前 者は需給接合機能の

うちの取引であるとしている。

また.「経済が成長して運送の手段や機関が発達 し,一 方で生産の高度化 と

所得水準の ヒ昇によって,製 品差別化による独占的競争が普遍化 した今 日では,

準備的機能が高く評価される傾向にある」 と指摘 している42ン。

(5)田 島義博の機能表(1977年)43'

田島は,「流通機能は……それがなければ流通はもはや流通 とは呼べないよ

42)同 上書.110ベ ー ジ。、

43)田 島義 博 「流通 とは何か」(田 島義博編 『流通読本』 東洋経済新報社,1977年)9-13ペ ージ.
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うなもの」であるとし,「需給結合機能(取 引流通機能)と 物的流通機能の二

つが上げられ,そ れに加えて,情 報機能や金融機能などの付随的機能がある」

とし,流 通機能を次のように区分 した。
、

1.需 給結合機能(取 引流通機能)

(1)販 売機能(需 給探索活動,需 給測定活動,需 給創造活動,購 入説得活

動,受 注活動)

(2)購 買機能(供 給源探索活動,生 産誘導活動,生 産調整活動.発 注活動)

(3)価 格形成活動

2.物 的流通活動

(1)輸 送機能(仕 入れのための輸送活動,販 売のための配送 ・配達活動,

企業内移動活動)

(2)保 管機能(保 管 ・貯蔵活動,流 通在庫活動,在 庫統制活動)

(3)荷 役機能(積 込み活動,荷 卸 し活動〉

㈲ 包装機能(外 装活動,内 装活動)

(5)流 通加工機能

3.付 随的機能

(1)情 報機能

(2〉 金融機能

(6)田 村止紀の機能表(1980年)弱1

田村は,L.P.Buckhnの 機能表'5)を踏襲 しなが ら,次 のように流通機能の

基本類型を行っている461。

44)田 村iL紀 「商 業 部 門 の 形 成 と変 動,1(鈴 木 安 昭 ・田 村 正 紀 『商 業 論 』 有 斐 閣,1980年)48ペ ー

45〉L.P、B姐cklinは ミク ロ経 済 学 を 用 い流 通 経 路 構 造 の研 究 を 進 め る に 当 た り,伝 達 機 能,所 有

権 機 能 、 在 庫 機 能,保 管 機 能,生 産 機 能 の5つ の 機 能 を提 示 した 、生 産 機 能 を含 め る理 由 は,代

替 可 能 性 の 原 理 が 生 産 に も 当 て は ま るか らで あ る と し て い る 。Buckhn,LP.、Th6・'ッ`ゾD'5・

`rゴ伽iθ,～C1,``,,～～8i5微`如dnstitute〔 》fBusiIle8sandEc・n・micResearch.University・fCahf・r・

11ia、1966.(田 村 正 紀 訳 『流 通 経 路 構 造 論 』 千 倉 書 房 、1977年,16-24ヘ ー ジ、、)

46〉 但 し、2001年 の 著 書 で は 「在 庫 機 能 」 と 「輸 送 機 能」 を 統 合 し.「 物 流 機 能jと して い る。 田

村 』L紀 『流 通原 理 』 千 倉 書 房,2001年.19ペ ー ジ.
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1,所 有権機能

2.危 険負担機能

3.情 報伝達機能

4.在 庫機能

5。輸送機能

金融機能を独立 して一つの流通機能 として析出していないが,危 険負担機能

を 「商品を買いとることによる在庫保有の危険と,取 引先への信用供与か ら生

じる貸倒れ危険を負担する活動」柄と定義 してお り,危 険負担機能に金融機能

を包含 している。

鈴木も,田 村 と類似の機能表を展開している捌。但 し,田 村は流通金融 を危

険負担機能に分類 しているのに対 し,鈴 木は所有権(移 転)機 能に含めている

という差異がある。また陶山は,田 村の機能表を修正 し,「品揃え機能(複 数

財ない し複数ブランドの部分単位を 「対」として整序す る活動)」 含め6つ の

流通機能を取 り ヒげている紛。

3流 通機能の現代的意義

それでは,流 通機能を抽出し,流 通機能表を組織することの意義は何なので

あろうか。もちろん流通機能を析出すること自体 も流通を概念的に把握すると

いう意義がある。さらに,析 出された流通機能が一般化可能であるならば、そ

れは流通研究における極めて有用な理論的分析 ッールになるであろう。

流通機能は歴史性に規定されながら,そ の重要性のウェイトは変化 している

ものの,い つの時代 においても普遍性が高い流通機能は存在している。若林は

「チェリントンは,マ ーケティング諸制度 ・機関の変化の中でもこれらの諸機

能は貫徹される,,言い換えれば,各 機関(中 間商人)は 排除されても機能は排

47)田 村,同 上 書.19ペ ー ジ、

48)鈴 木 安 昭 『新 ・流 通 と商 業 「改訂 版]』 有 斐 閣,1997年,t8ペ ー ジ。

49)陶 山計 介 『マ ー ケ テ ィン グ戦 略 と需給 斉 合』 中央 経 済 杜,1993年,138ペ ー ジ、
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除されないという認識を提示した」 としている50〉。この性質を 「流通機能の普

遍性」 と呼ぶことにする。

この流通機能の普遍性の延長線上で,田 村はL.P.Bucklin[1966]を 踏まえ

て,「流通機能の機関代替性」を 「流通機能の担当者を異なる流通機関に代え

ることができること」と定義づけている5"。矢作は,マ クロ的流通機能が流通

機関間で移転する分化 と統合の間題を機能代置論(fしmctionalsubstitutability)

として理論化の努力がはらわれたと評価 し,四 通 りの基本パターンに定式化 し

ている521、、

したがって,「流通機能の普遍性」を前提に 「流通機能の機関代替性」の観

点か ら,今 日の流通の動態も流通機能の機関分担の変化として捉えることが可

能なのである。つまり,激 しく変化する流通の中で も,必 ず担われなければな

らない流通機能が存在するが故,流 通情報革新による流通の変化も,機 能の遂

行様式の変化や競争優位性のある流通機能の機関分担へのシフ トと捉えること

ができる。:この点が流通機能論の現代にも通じる最大の意義であろう。

4生 産と消費の懸隔・流通フローとの関係

ここまでは流通機能に焦点を当て議論を展開 してきたが,流 通機能論は生産

と消費の懸隔や流通フローの概念 と密接に関係 している。そこで,次 の第皿節

との関係から,そ れらの概念と流通機能との関係を確認 しておきたい。

(1)生 産 と消費の懸隔と流通機能

流通機能とは流通の目的や役割を実現するための機能であるため,流 通の役

割の通説を確認 しておく必要がある。

久保村によれば,「特定のシステムない し組織はい くつかの機能に類別され

る特有の活動を遂行することによって,上 位のシステムに対す る何 らかの機能

50)若 林,前 掲 論 文.147ペ ー ジ,、

51)田 村,前 掲 書 『流 通 原理 』,23ペ ー ジ。

52)矢 作,前 掲 書,147ペ ー ジ、)
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な い し役 割 を遂 行 す る。 流 通 シ ステ ム も取 引,運 送 そ の 他 の 機 能 よ り成 る流 通

活 動 を営 み,そ れ に よ って 上 位 シ ステ ムで あ る経 済 シ ス テ ム にお げ る生 産 と消

費 の 問 の 懸 隔 を架 橋 し,所 有 的 ・場所 的 ・時 問 的 な どの 価 値 を創 造 す る とい う

役 割 を 果 たす 」5篭:として い る 。

この 牛 産 と消 費 の 間 の懸 隔 に着 目す る と,そ の古 典 的 な定 式 化 を行 った の は,

W.Mchnesで あ る。 彼 は,「 空 問(space)」 「時 間(time)」 「認 知(情 報)

(perception(information))」 「価 値(valll呂tion)」 「所 有(ownership)」 と し

た 鋤。 また,田 村 も,「 経 済 に お い て 流 通 が 果 た して い る 役 割 は,生 産 と消 費

と の 懸 隔(へ だ た り)を 架 橋 す る こ とで あ る」55)とした 上 で,懸 隔 の 種 類 を

「空 間 」 「時 間」 「情 報 」 「所 有 」 「価 値 」 の5つ に区 分 して い る5%こ れ は,W,

Mclnnesと 同一・の見 解 で あ る。

しか し,流 通 機 能表 同様,生 産 と消 費 の 懸 隔 に つ い て も,論 者 に よ る差 異 が

あ る。 例 えば,鈴 木 は 「生 産 と消 費 の間 に生 ず る隔 た りを橋 渡 しす る こ とが 流

通 の果 た す 社 会 的 役 割 で あ る」 と し,流 通 の 目的 に つ い て は先 の論 者 と一 致 し

て い るが,懸 隔 の 種類 を 「所 有 」 「空 間 」 「時 間 」 「量 と組 合 せ 」 「情報 」 に分 類

してい る5ア1点で 相 違 が あ る。

米 国 のE.J.McCarthyは,生 産 部 門 と消 費 部 門 の分 離,懸 隔 を 「時 間 」 「空

間」 「情 報 」 「価 値 」 「所 有 権 」 「量 」 「品 揃 え」 と した 上で,「 マ ク ロ流 通 シ ステ

ムの役 割 は これ らの 分 離 と懸 隔 を 架橋 す る た め に必 要 な流 通 能 力 を提 供 し,そ

れ 故,生 産 者 と消 費 者 の 間 の 多様 な 供 給 と需 要 の 効 率 的 斉 合 を担 う こ とで あ

る」58'として い る。

各論 者 の 見解 を総 合 す る と.流 通 の役 割 とは端 的 に 「生 産 と消 費 の 懸 隔 の 架
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5

久 保 村 ・荒 川 編,前 掲 書 、104ベ ー ジ,

Mclnnes.W.、'一AConceptualAppmachtoMarketing}'lnTんr〃Iy'ノ ～ ル∫ご～'如 ≠〃,ged.byCox,

R.、Alderson,W..Shapiro、S,」,.1964.pp.57-6(}.

田 村,前 掲 論 文 「商 業 部 門 の 形 成 と 変 動 」,43ベ ー シ,,

同 上 書,44ペ ー ジ 。

鈴 木.前 掲 書,4-5ペ ー ジ.

P》icCarthy.o吟`".,P、19.
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橋 」 と言 って 良 い だ ろ う。 しか し,生 産 と消 費 の 懸 隔 の 捉 え 方 に は相 違 が あ り,

そ れ は 「量 」 「品揃 え」 を 懸 隔 に含 め るか ど うか の差 で あ る。 こ の相 違 は,あ

る 一 商 品 だ け に着 目 した場 合 の 懸 隔 で あ るか,複 数 の商 品 を対 象 と した 場 合 を

も含 め た 懸 隔 で あ る のか に依 存 して い る と考 え られ る。

こ う した 生 産 と消 費 の懸 隔 と個 別 の流 通 機 能 を対 応 付 け る試 み もな され て き

た ～91が,流 通 機 能 表 に も懸 隔 の種 類 に も論 者 に よる違 いが 存 在 して い る た め,

一 致 した 見 解 には 到 って い な い 。

いず れ に して も,こ の よ うな 生 産 と消 費 の懸 隔 の 架 橋 が 流 通 の役 割 で あ り,

流 通機 能 の 目的 は生 産 と消 費 を架橋 す る こ とで あ る。

(2)流 通 フ ロ ー と流 通 機 能

次 に,流 通 機 能 と密 接 に関 わ って い る概 念 に流 通 フ ロ ーが あ る・ 上 記 の よ う

な生 産 と消 費 の 間 の 懸 隔 を架 橋 す る に は流 通 フ ロー が必 要 とな る。 流 通 フ ロ ー

に 関 して,古 典 的 定 式 化 を した の は,R.S、Vaile,E.T.Grether&RC{)xで

あ り,彼 らは,第4図 に示 され て い る フ ロー の組 合 せ と して流 通(Marketlng)

を考 え る こ とに よ って,流 通 チ ャ ネ ルを 理 解 で きる と した6%彼 らは,8つ の

流 通 フ ロ ー を提 示 して い るが,そ れ ら を流 通 要 素 と して の 同 質性 か ら整 理 す る

と,商 品(PhysicalP。ssession=物 的 所 有),所 有 権(Ownership=所 有 権,

Risklng=危 険 負 担,Orderlllg=注 文),情 報(Promotion=販 売 促 進 、Neg。Ua-

tion=交 渉),資 金(Financing=金 融,Payment二 支 払 い)の よ う に分 類 す る こ

とが で き るだ ろ う。

田村 は,「 流 通 フ ロ ー とは,生 産部 門 か ら消 費 部 門へ の取 引 の 要 素 の 流 れ で

あ る。 それ は,所 有 権,商 品 そ れ 白体,資 金,情 報 な どの 流 れ か ら構 成 され て

い る」 と し,商 流,物 流,資 金 流,情 報 流 の4つ の要 素 フ ロ ー を取 り上 げた 。

59)田 村,前 掲論麦 「商業部門 の形成 と変動」,49ペ ージ,兼 村,前 掲論 文,493ベ ー ジ,雲 英,前

掲 論 文,48ペ ー ジ,原 田 俊 夫 「商 業 学 の 性格 」(久 保 村 隆 祐,原 田俊 夫 編 『商 業 学 を 学 ぶ[第2

版〕』 有 斐 閣。1984年)4ペ ー ジな ど参 照 。

60)Vai口e.R.S.,Gretheτ,E,T.,Cox,R.,M`ぴ 々d加g加'h8Aア ♪'6'脅α"E`η πo〃'♪～TheRonaldPress

Company.1952,p.113,
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第4図 流 通 フ ロー(Flowsinmarketing)

物的所有 物的所有

所 有 権 所 有 権

販売促進 販売促進

交 渉 交 渉
原 料 の
生 産 者 金 融

加工業者

生 産 者 金 融

消 費 者

(法人 ・個 人)

危険負担 危険負担

注 文 注 文

支 払 い 支 払 い

出 所:R.S.Vail,E.T.Greth硫r、R.Cox.M"r々`♂'∫"g∫F7〃38A'濯 按 瑚Efρ"・ 敬y,The

RollaldPressCompany,1952,P.113.

つま り,流 通機能が遂行 されることで,商 流,物 流,資 金流,情 報流とい

う流通フローが生成され,そ の結果,生 産と消費の懸隔が架橋され るのであ

る。

lll流 通機能と情報流通

ここでは,流 通機能表の系譜においていかに情報に関わる流通機能(以 下,

情報流通機能)の 役割が変化 してきたのか,さ らに,今 臼の情報化の中で,流

通機能との関わりにおいてどのような流通情報が重要性を増 してきたのかを考

察する,,

1流 通機能表における情報流通の役割の拡大

流通機能の中で,重 要性が向上 してきたと言える機能に情報流通機能があ り,

大別すると情報伝達機能と市場情報機能の二種類が存在する.、

(1)情 報伝達機能

本稿で,取 り上げた流通機能表の中で,情 報流通機能を最初に明示的に才趾呂
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した論者 は,P、White[1927]で あ り,そ れは 「伝達(communi(⊃atiol1)」 で

あった、,彼は 「伝達,す なわち市場情報の交換は,領 域が拡大するにつれて,

ますますマーケティングの重要な一部分になっている。販売部門と企業の支店

だけでな く,企 業の顧客 と連絡を取 ることが不可欠である」6')としてお り,消

費者を情報伝達の重要な対象として位置付けた。A,W.Shaw[1912]の 流通機

能表は,情 報流通機能を明示的に示していないが,「販売機能」を 「商品とし

てのアイディアの伝達」 と表現し,消 費者に向けての商品情報の伝達を意識 し

ていることが覗える、,また,P.D.Converseetal、[1958]の 機能表 には情報

流通機能が散見され る。「所有権の移転」には,事 前取引過程62)での 「需要の

創造または刺激」「買い手および売 り手の発見」「価格および取引条件の交渉」

「助言(財 およびサー ビスの買い手の二一ズヘの適合)」 などが含まれ,企 業

から消費者への一方向の情報伝達に加えて双方向のコ ミュニケーションも付

加 されている。T.A.Staudt[19621は,「 伝達」は取引に対 して先行性を持

つことを指摘 し,伝 達は売 り手の目的に資す る市場での活動を促進するとし

ている⑬Q

日本における鈴木[1962」 の機能表を見ると,「観念財流通」 という用語で

情報流通機能を抽出しており,「人的媒介流通(人 的販売)」 と 「物的媒介流通

(広告)」 に分類 している。また,久 保村[1974]の 機能表では,「需給接合」

の範躊の中に 「情報伝達」を上げている。日本においても鈴木の機能表以降,

どの論者も情報伝達機能を不可欠な流通機能として認識 している。

以上の通 り,情 報伝達機能は.マ ーケティング成立期か ら重要視されてきた

流通機能であると言える。

(2)市 場情報機能

上記のような人的販売や広告を用いた消費者への情報伝達,消 費者 とのコ

61)White,砂 ぐノ義,p.75.

62)橋 本 は独 占資 本 主 義 の販 売 過 程 を マー ケテ ィン グ過程 と して捉 え,事 前 取 引 過 程,取 引 過 程 、

事後 取 引過 程 に 区分 した。 橋 本 勲 『販 売 管 理 論」 同 文 舘,1983年,16-20ペ ー ジ。

63)StFludt,oかfπ.,P,39{).
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ミュ ニ ケー シ ョンに加 え,製 品差 別 化 の 要請 とほ ぽ 同 じ時 期 に,消 費 者 情 報 を

始 め とす る市 場 情 報 へ の 関心 が 高 ま った 。F.E,Clark「1922]に は,情 報 流 通

機 能 は 取 り上 げ られ て い な か っ たが,F.E.Clark&C,P.Clark[1942]で は,

補 助 的 ま た は促 進 的 機 能 の 一 つ に 「市 場 情 報(そ の収 集 と解 釈)」 が 追 加 さ れ

た 。 ま た,P.D.Converseetal.[1958]の 機 能 表 の 「市 場 管 理 」 の 中 に 「会

計 と調 査 に よ る情 報 収 集」 が あ り。 予 算 や 市 場調 査 に も言 及 して い る6弔。T.A.

Staudt[1962]は,「 取 引 後 活 動(posttransaction)」 の 一 つ と し て,以 降 の

マ ー ケ テ ィ ング にお け る フ ィー ドバ ック情 報 の 重 要性 も指 摘 して い る69、、

日本 に お け る鈴 木[1962]の 機 能 表 で は.「 観 念 財 流 通 」 と して 「人的 媒 介

流 通(人 的販 売)」 と 「物 的媒 介 流 通(広 告)」 の二 つ の 機 能 しか取 り上 げ られ

て い な か った が,そ の後 の鈴 木[1967]で は 「観 念 的 媒 介調 節(市 場 調 査)」

が 追 加 され て い る1561。また,久 保 村[1974]の 機 能 表 で は,「 需給 接 合 」 の 範

疇 の 中 に 「市 場 評 価 」 を上 げ て い る。

この こ とは,消 費 者 を 中心 とす る市場 情 報 を企 業 が 積 極 的 に収 集 す る必 要性

が 高 ま った こ とを示 してい る。

以.ヒの 通 り,マ ー ケ テ ィ ング成 立 期 は 主 に 人 的販 売 や 広 告 を通 じて の 情 報 伝

達 が 中 心 で あ った が,歴 史性 の 中で,消 費者 との コ ミュニ ケ ー シ ョン,市 場 情

報 な ど,情 報 流 通機 能全 体 と して取 り扱 う範 囲 を拡 大 して きた.同 時 に,情 報

流 通 の 方 向 性 に関 して,企 業 か ら消 費 者 に 向 け て の 一 方 向 の情 報 伝 達 だ けで は

な く,市 場 情 報 機 能 の 登場 に よ っ て市 場 か ら企 業 に 向 け て の情 報 流 の必 要 性 竜

高 ま った こ と を示唆 して い る 。

E.J.McCarthyが 「市 場 情 報 機 能 は,マ ー ケ テ ィ ン グ活 動 を 計 画 し,実 施

し,管 理 す るた め に必 要 な情 報 の収 集 ・分 析 ・伝 達 を 含 む 押 と指 摘 して い る

こ とか ら も,情 報 流 通 機 能 が マ ー ケ テ ィ ング に と って 重 要 な 位 置 付 け を 与 え ら

64)Converse.HuegymdMitchel1,ρ み`鉱,pp.216-218.

65)Staudちoゑ ビ鼠,p.391.

66)鈴 木 保 良 『商 業 学 』 束 洋 経 済 新 報 杜,1967年,29ペ ー ジ。

67〉MacCar仁hy、oμ`舷,p.21.
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れ てい る と言 え るだ ろ う、,

2情 報流通と生産と消費の懸隔

これまでに,流 通機能表の系譜から情報流通機能の役割が拡大していること

に言及した.さ らに今日では情報化の進展によって,さ らに多 くの情報が流通

の局面において重要な役割を果たしている。ここでは,生 産と消費の懸隔との

関わりか ら,流 通情報について整理する。

(1)情 報流通機能における情報

流通機能表において抽出された情報流通機能は.生 産と消費の懸隔との関わ

りから見れば,情 報の懸隔を前提としていると言える。田村によれば,情 報の

懸隔は,「生産者 と消費者の両方における不確実性か ら生 じている。消費者の不

確実性 とは,商 品の供給先にういての情報不足である。その主要な内容は,ど

のような生産者がいるのか,各 生産者の商品の品質と価格はどうかなどについ

て,情 報を持 っていないということである。生産者の不確実性 とは,生 産者が

彼の商品情報の消費者需要についての情報を,十 分に持っていないということ

である。この不確実性の内容は,消 費者の納得価格はどのような水準なのか.

またそのような消費者はいつ,ど こに,ど れだけ,い るのかなどである」司迅》。

したがって,生 産と消費の情報懸隔を架橋するための情報は限定されており.

商品情報,消 費者情報が中心である,、そのため,流 通機能としても販売促進や

広告などによる企業から消費者への情報伝達機能や市場調査などによる消費者

か ら企業への市場情報機能が抽出されてきたのである,、

(2〉流通機能によって生成される情報

一方,今 日,重 要性が増 している流通情報は,各 流通機能遂行に関わる情報

である。これは,直 接的に生産と消費の情報の懸隔を架橋するために情報流通

機能が対象 とする情報とは異なる。しか し.以 下の三つの点において流通機能

と関係 している。① 「モノと情報の流れは緊密な相互作用を有している。情報

68)田 村.前掲書 『流通原理』,23ベージ、
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というシグナルがあってこそモノは効率よく作 られ流通 し,ま たモノが動 くと

ころに新たな情報が発生する」69!,,言い換えると、各流通機能の遂行に伴って

も流通情報は生成されるのである。② 生成された情報は蓄積され,流 通機能

遂行の意思決定やマネジメントに利用され,個 々の機能をより効率的に遂行し

たり,機 能のパフォーマンスを改善した りす るために活用される。③ さらに,

それらの情報は有機的に連結されることによって流通機能問の連携が維持 され

る。情報化の進展に伴い,こ のような流通情報は情報処理システムによって処

理されることが多 く,製 販統合やSCMに おける流通機能の統合の基礎となっ

ている。

矢作は,「頻繁な情報投入による在庫調整機能の変質は,生 産と消費の分離

が新 しい構造へと移行していることを暗示 している。生産と消費の空間的乖離

は大 きくは変わらないが.時 問的乖離は情報技術の発展 とそれを利用 した延期

型マーケティング ・システムの出現によっていち じるしく埋められた」7【llとし

て,流 通機能遂行に伴う情報利用が生産と消費の時間的懸隔の架橋にも寄与 し

ていることを指摘 している。

したがって,今 日の流通現象を把握するための流通機能論を展開するにあ

たって,機 能遂行によって生成される情報流を視野に入れて検討することが求

められる。

IVお わ り に

木稿では,ま ず,こ れまでに流通 ・マーケテ ィング論において蓄積されてき

た流通機能表を辿った。その上で,流 通機能論の意義を確認 した。それは.

「流通機能の普遍性」を前提に 「流通機能の機関代替性」の観点から,今 日の

流通の動態 も流通機能の機関分担の変化 として捉えることができる点にあった。

69)矢 作敏 行 「「モ ノ」 と情報 の相 互作 用」(矢 作敏行 ・小 川孔輔 ・吉旧健二 『製 ・販統合 マーケ

テ ィンング ・システム』白桃書房,1993年)3ペ ー ジ。

70)同 上論文,21ペ ーシ.
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次に,流 通機能と深く関係する牛産 と消費の間の懸隔,そ して流通フローとの

関係について論 じた。それらの概念には,流 通機能が遂行されることで,商 流.

物流,資 金流,情 報流という流通フローが生成され,そ の結果,生 産と消費の

懸隔が架橋されるという関係がある。

続いて,流 通機能表の展開における情報流通機能に焦点を当て,そ の役割の

変化を追 った,,広告や人的販売による企業から消費者へ向けての情報伝達機能

はマーケテ ィング成立期から重要視されてお り,ま た消費者 とのコミュニケー

ションとして取 り上げられるケースもあった。さらに,そ のような情報伝達機

能に加え,消 費者情報などの市場情報を収集する市場情報機能の役割が拡大 し

てきたことが確認された。このような情報流通機能は,生 産と消費の情報懸隔

を架橋するための流通機能である。

一方 ,今 日の流通における情報流は,上 記の情報流通機能が取 り扱 う流通情

報だけでなく,各 流通機能の遂行に伴い生成される情報も対象になる。そして,

この後者の流通情報は,流 通機能の遂行のマネジメントや意思決定,ま た製販

統合やSCMな ど昨今注目されている流通における取 り組みにおいて も重要な

役割を果たしている点が指摘された。そのような中で,流 通機能の遂行によっ

て生成される流通情報は,時 問的懸隔の架橋に寄与する場合 も存在する。

情報技術が進歩するなかでは,流 通情報の情報化は流通機能の遂行様式や流

通機能の機関分担関係 に大きく影響 していることが予想される。今後,本 稿で

の考察を踏まえ,流 通機能の機関代替性の視点に立ち,流 通情報の情報化に

よって流通機能の遂行様式がいかに変化 し,さ らにそれが流通機能の機関分担

関係 とどのように関係するのかという点を理論的に把握する流通機能論の枠組

みを構築する必要があろう.そ の際 情報化の対象 となる流通情報は何である

のかを整理 した上で,議 論を進めることが重要であると考えられる。


